
女性の歯肉炎の状況
厚生労働省の歯科疾患実態調査（平成11年度、平成17年度）に
よると20歳から39歳の女性の７割から８割に歯肉の異常所見が
あります。図１は、歯肉の異常所見（表１：歯肉状況１－４合
計）の平成11年度と平成17年度の比較です。歯科疾患実態調査
全体では高年齢以外は歯肉の異常所見の増加傾向は見られませ
んが、20歳から39歳の女性では増加傾向が見られる年齢があり
ます。図２は、歯肉の異常所見の項目である歯石沈着の平成11
年度と平成17年度の比較です。20歳から39歳の女性すべてが増
加傾向にあります。歯石の沈着は、放置しているとより重度な
歯肉炎となる可能性がありますので、予防となる口腔ケアの指
導と妊娠期の適切な歯科健診が望まれます。

図１．歯肉の異常所見　　　　　　　 　 

（%）

平成11年 平成17年
20－24歳 67.2 72.4
25－29歳 73.5 65.0
30－34歳 77.8 79.4
35－39歳 76.6 76.1

表１　歯肉の状況

０：歯肉に炎症の所見が認められない。

１：プロービング後に出血が認められる。

２：歯石の沈着
（歯肉縁下４㎜までのプロービングによる検出を含む）

３：ポケットの深さが４㎜以上６㎜未満

４：ポケットの深さが６㎜以上

厚生労働省　歯科疾患実態調査　平成17年度

図２．歯石沈着

（%）

平成11年 平成17年
20－24歳 35.0 50.0
25－29歳 34.5 40.8
30－34歳 38.5 42.6
35－39歳 41.8 43.5

厚生労働省　歯科疾患実態調査　平成11年度、平成17年度より作成
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歯と口の健康は、毎日の食事はもちろん、会話や表情を豊かにし、さらに全
身の健康にも関係する、とても大切なものです。
今回は、食生活やホルモンバランスなど様々な変化がある妊娠期について、
口腔ケアの重要性をまとめました。　　　　　（編集：ピジョン株式会社  大貫  善市）

（母子愛育会総合母子保健センター愛育病院院長）
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妊娠すると歯周病になりやすくなる
図３は、妊娠中の口腔内の自覚症状、口腔ケアに関する調査結
果です（首都圏、妊娠３～ 10 ヵ月の妊婦64名：ピジョン株式会
社調べ）。自覚症状として最も多いのは「唾液が粘っこい感じが
する」67.2％でした。気分が悪くなったために歯磨きに影響を
及ぼしたと考えられる自覚症状は「気分が悪くなるので、短時
間で済ませようとして歯磨きが雑になってしまう」45.3％、「気
分が悪くなるので、口の中に歯ブラシを入れることができない」
20.3％、「ハミガキの香りにムカムカする」18.8％でした。歯肉
炎に関連する自覚症状は「歯ぐきから出血してしまう」32.8％、

「歯ぐきに腫れや痛みを感じる」18.8％、「歯垢がたまりやすく感
じる」17.2％、「歯がしみたり痛みを感じる」7.8％でした。
以上、調査結果から妊娠すると「唾液」の変化、「気分が悪く…」
歯磨きに影響、「歯肉炎」に関連した自覚症状が出ているのが
分ります。

図３．妊娠期の口腔内の悩みや気になる症状（複数回答）
ピジョン株式会社　妊婦の口腔ケア調査　2007年度

妊娠によるホルモンの変化であるエストロゲンやプロゲステロ
ンの増加は、口腔環境や歯周組織に様々な影響を及ぼします。
妊娠中の唾液は酸性に傾き、粘度が増加し、緩衝能力や洗浄能
力を低下させます。唾液の粘度の増加は妊婦に「唾液の粘っこ
さ」を感じさせ不快感をもたらします。
妊娠中の歯肉は知覚が敏感になり、少量のプラークや歯石の沈
着でも炎症反応が起こりやすくなります。
また、プロゲステロンの増加は、血管透過性を亢進させ、歯肉
の浮腫、炎症性細胞浸潤を促進するため、歯周病が悪化されや
すい環境であるとも言われています。
このように、妊娠中は、歯周病や齲蝕になりやすい環境になっ
ているにも係わらず、妊婦の歯磨きなど口腔ケアは、妊娠前よ
り低下しています。「つわり」により気分が悪くなり歯磨きに
影響しています。
妊婦には、妊娠したら歯周病や齲蝕になりやすい環境であるこ
とを知らせることが大切です。

図４．女性ホルモン

妊娠性歯肉炎と成人性歯周炎
歯周病の各病型の成立に強く影響すると考えられている特定の
菌種を、歯周病原性細菌（periodontopathic bacteria）と言い
ます。妊娠性歯肉炎の発症にはプレボテラ・インターメディ
ア（Prevotella intermedia）が最も関連が深いとされていま
す。成人性歯周炎の発症にはポルフィロモナス・ジンジバリス

（Porphyromonas gingivalis）が最も関連が深いとされています。
妊娠中のエストロゲンやプロゲステロンの分泌増加は、歯肉溝
までに及びプレボテラ・インターメディアの栄養源となり、菌
を増殖させます。多くの妊婦の唾液中からプレボテラ・インター
メディアが検出されたとの報告があります。検出された人すべ
てが妊娠性歯肉炎になるわけではありませんが、歯肉炎の直接
の原因である歯垢を減らすことが大切です。
また、妊娠性歯肉炎になった場合は、ホルモンの作用で病変の
進行が他の歯肉炎よりも顕著なため歯周炎になるおそれがあり
ます。成人性歯周炎は、慢性歯周炎とも呼ばれ歯肉炎が歯周組
織に及んだものです。臨床症状としては，歯肉の発赤，腫脹，
出血，歯の動揺，移動，挺出，排膿などがみられます。
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妊娠期の歯周病予防の重要性

ポルフィロモナス・ジンジバリスの増殖が菌血症を発症させる
と、循環血流により他の臓器や組織にも繋がる可能性もあります。
ポルフィロモナス・ジンジバリスは偏性嫌気性のグラ
ム陰性桿菌であり、最外層を構成するリポ多糖（LPS：
lipopolysaccharide）は内毒素として働き歯周炎を悪化させ、
菌血症となった場合は、他の臓器や組織にも影響をあたえる恐
れがあります。歯周病は、口腔内だけでなく妊婦の全身の健康
にも関連していることを考える必要があります。

図５．リポ多糖（LPS：lipopolysaccharide）の構造

歯周病と早産・低出生体重児の出生
日本では1970年代後半より低出生体重児の出生率が上昇して
おり、厚生労働省人口動態統計によると2008年度は男児8.5％、
女児10.7％、男女計9.6％までになっています。出生の平均体重
は減少傾向で男児3,050g、女児2,960g男女計3,006gまでになっ
ています。満37週未満の早産は増加傾向で5.8％までになって
います。

図６．低出生体重児の出生率年次推移

厚生労働省 人口動態統計 昭和26年度～平成20年度（1951-2008）より作成

原因は生活習慣含め多因子であり、何かに特定できるものでは
なく多面的な研究が望まれますが、近年の研究の中で妊婦の歯
周病との関連が注目されています。
表２は、歯周病と早産・低出生体重児出生の関連研究報告で
す。1996年のOff enbacherの疫学研究では歯周病に罹患してい
る妊婦は罹患していない妊婦に比べ早産・低出生体重児の出生
のオッズ比が7.5であったと報告されています。その後、現在
まで海外において疫学的な研究報告がされていますが、日本の
報告例は少ない状況です。疫学研究は、地域や人種など多くの
研究により信頼度が増しますので今後の研究の進展が望まれま
す。
歯周病が早産・低出生体重児出生の原因になることについて現
在、解明されようとしている段階です。可能性の一つとして歯
周病菌やその内毒素が血流を通して胎児の成長に係わるのでは
ないか、または歯周病菌やその内毒素がサイトカインやプロス
タグランジンを発生させ、それが子宮へ作用しているのではな
いかと考えられています。原因解明には今後の研究が重要と思
われますが、歯周病の改善が妊婦と児の健康に関係する可能性
があるのであれば予防・対処は早急に検討すべきことだと思わ
れます。

表２．歯周病と早産・低出生体重の関連研究報告

書　名 著　者 歯周病との関連

1996 J Periodontol Off enbachar S 早産、低出生体重
2001 J Periodontol Dasanayake AP 低出生体重

2001 Eur J Oral Sci. Mitchell-Lewis D 早産、低出生体重

2001 Ann Periodontol Jeff coat MK 在胎週数

2001 Ann Periodontol Off enbacher S 早産

2001 Ann Periodontol Madianos PN 早産

2001 J Am Dent Assoc Jeff coat MK 早産

2002 J Periodontol Romero BC 出生体重、在胎週数

2002 J Dent Res López NJ 早産、低出生体重

2002 J Clin Periodontol Madianos PN 早産、低出生体重

2003 J Periodontol Hasegawa K 切迫早産、早産

2003 J Periodontol Jeff coat MK 早産

2004 Clin Exp Obstet Gynecol Carta G 早産、低出生体重

2004 J Contemp Dent Pract Mokeem SA 早産、低出生体重

2004 J Clin Periodontol Radnai M 早産

2005 J Clin Periodontol Marin C 低出生体重

2005 J Periodontol Dasanayake AP 出生体重、在胎週数

2005 J Clin Periodontol Moliterno LF 早産、低出生体重

2005 J Clin Periodontol Dörtbudak O 早産、低出生体重

2005 J Periodontol Khader YS 早産、低出生体重

2005 J Periodontol Lopez NJ 早産、低出生体重

2007 Am J Obstet Gynecol Vergnes JN 早産、低出生体重

2007 J Periodontol Gazolla CM 早産、低出生体重

2007 J Periodontol León R 切迫早産
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妊娠期の歯周病予防の重要性

妊娠期の歯周病予防
妊娠期の歯周病・齲蝕を含む口腔疾患の予防は母子の健康に
とって大切なことです。現在、日本全国で「妊婦歯科健診」の
実施が広まりつつあります。妊娠期に歯科検診をすることは、
歯周病・齲蝕の予防に重要であり、早期発見、早期治療を実現
できるようになります。妊娠期の口腔内の健康状態を良好にす
ることは胎児から乳児の健康な発育にも係わります。

妊娠期の女性には歯周病・齲蝕の予防に関する大切な情報を与
え、予防となる口腔ケアの指導が望まれます。

「つわり」により気分が悪くなり歯磨きが困難な場合には、歯
磨きの検討（低刺激で安心な歯磨きなど）、「水歯磨き」や「う
がい」を薦めるなど、妊産婦が快適に口腔ケアを実施できるよ
うな方法を指導するのも大切です。
適切な妊娠期の口腔ケアが母子の健康な生活に役立つことを
願っています。

ピジョン アイ レポート
vol.1（2010年1月発行）
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